






るが、事相面においても、勧修寺流（観智院杲宝方）の開祖となるなど、事教二相に亘って多くの功績を残している。また 杲宝の残した書写本・著述本を確認すると、中年以降は事相面に関するものが多くなるが、これは貞和二年（一三四六）に栄海（一二七八～一三四七）の下で勧修寺流を受けたことが契機となっていると考えられる。それ以外でも多くの聞書・次第類を き残しており、杲宝は事相面 研鑚にも精力的だったことがわかる。しかしながら、杲宝の事相に関連する先行研究はほとんどなく、生涯におけ 事相全般の様子などはあまり知られていないの 実情である
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。

















































































と、 「実賢 （一一七六～一二四九） ―定清 （一一八五～一二八〇） ―定融―我宝」 という相承が示されている。これは 「槇尾方」と称される法流であり、その基づく ころは金剛王院実賢となっている。
・我宝から浄宝への伝授浄宝の法流について考察すると、それは我宝を流祖とする「槇尾流」と呼ばれるもので、これは先に述べた「実賢























































































































































































































































































































































































































































































































































































（1）杲宝に関する最近の先行研究は、千葉正氏が「杲宝説『伝法記』と『開心抄』――杲宝の禅宗批判の教学的背景――」 （ 『印仏』五九巻二号、 二〇一一）や 撰 菩提心論聞書』の禅宗理解について」 （ 『印仏』五八巻二号、二〇一〇 、 「杲宝撰『大日経疏鈔』における禅宗理解」 （ 『印仏』五七巻二号、二〇〇九）というように継続的に発表をされているが、それ以外はほとんど見当たらない。また史学的見地からは、櫛田良供博士『続真言密教成立過程の研究』 （昭和五四年発行）や橋本初子「東宝記」 （ 『日本の仏教』二―三） 、小久保和夫「東宝記と杲宝」（ 『国宝東宝記
　
原本影印』昭和五七年発行）等が挙げられるが、こちらもそれほど多くないのが現状である。特





（4）我宝は自身が臨終するまでの七日間、 浄宝 （頼堅） ・頼宝・道我の三人にのみ二一カ条の秘決を授けたとされている。詳しくは櫛田良供博士『続真言密教成立過程の研究』 （二八九頁）を参照されたい。（5）『金剛峯寺諸院家析負輯』は全十巻で構 されており、天保年間に編集された史料である。その内容は、高野山上各寺院の過去帳や古文書等を中心に構成されており、高野山上において活躍し 僧の伝記等が詳説される。詳しくは『続真言宗全書』 （解題）巻四二、 一六九頁を参照されたい。（6）『続真言宗全書』巻三四、 二三八頁（7）『紀伊 風土記』巻四（ 『続真言宗全書』巻三七、 三七頁）を参照。（8）『東宝記』は、巻八の奥書に「右依仁和寺宮仰、一部六卷特分爲八卷草之 再治□□□備上覽者也
 貞和五年已

































（23）『大日本史料』六篇、二四冊、一五四頁（24）『観智院目録』巻一一、 二四頁（25）『尊卑文脈』 （藤氏六上 内麻呂公孫）には、信業・栄海・道我の三兄弟が僧侶となったことが示されている（ 『大日本史料』六篇、一〇冊、八一七頁） 。（26）道我と兼好の関係を指摘する先行研究として 稲田利徳氏 「兼好と道我の贈答歌―― 「兼好自撰家集」 の一齣――」（ 『和歌文学研究』六六号、一九九三年発行、三七頁） 、林瑞栄氏「兼好と道我――二つの贈答歌の「解釈」――」（ 『文芸研究』一〇五号、一九八四年発行、五三頁）がある。（27）『続真言宗全書』巻三三、 三二五頁上段（28）『大日本史料』六篇、二四冊 一六四（29）『大日本史料』六篇、七冊、七四六頁（30）『血脈鈔
野沢
』 は杲宝撰述であり、 著述年代が不明である （ 『続真言宗全書』 巻二三、 五九頁） 。なお、 『続真言宗全書』




ついて、横内裕人氏の「仁和寺と大覚寺――御流の継承と後宇多院――」 （ 『守覚法親王と仁和寺御流の文献学的研究・論文篇』一九九八年発行、勉誠社、四一七頁）が詳しい。（33）『真言宗全書』巻三九、 四〇〇頁上段（34）奥書には 「暦應三秊正月二十五日於二条壇所傳受畢
 傳受次賜御抄略出要所者也
 權律師杲寶」 （ 『観智院目録』 巻三、
二九〇頁 と記される。（35）奥書には「暦應三年正月二十五日於二条壇所傳受之畢
 以傳受次賜御抄々出要所畢
 杲寶」 （ 『観智院目録』巻






（47）『続真言宗全書』巻三三、 四九四頁下段（48）『続真言宗全書』巻三三、 四九 頁上段（49）『続真言宗全書』巻三三、 四九九頁上段（50）『勧流伝授前談』 （平成六年発行、燈影舎、八四頁）（51）『真言宗全書』巻三九、 四〇〇頁上段（52）『真言宗全書』巻三九、 四〇一頁上段（53）栄海の下での伝法灌頂の様子については、拙稿「杲宝の事相受法について」 （ 『豊山教学大会紀要』四〇号、二〇一二年三月発行 にて、 『杲宝入壇記 を中心に論じているのでそちらを参照されたい。（54）『聖教目録』奥書「康永四年四月七日於勸修寺慈尊院書寫訖
　
權律師杲宝」 （ 『観智院目録』巻一七、 二二五頁）
（55）栄海の入滅について 『神護寺交衆任日次第 に 「榮海
 潤七月二日陀羅尼初參 （中略） 貞和三年丁亥八月十六日申終、









 榮海」 （ 『大日本史料』六篇、 二四冊、 一九〇頁）






















の乱入事件が起こってしまう。この時、杲宝は四五歳、人間関係に苦悩する時期であったと考える。次に第二節では、竹林寺性心の下での受法を中心として、竹林寺本尊前にて宣誓した「十種大願」を採り上げて論に及んだ。第三節では、杲宝の入寂について考察に及んだ。杲宝は四〇歳頃から疫痢を患っていたようで、後半生はまさ 満身創痍だったことが確認できる。入寂に際しては、東寺 僧のみならず、勧修寺慈尊院・隨心院・泉涌寺などの僧も悲しみ、また多くの人々が弔問に訪れている。これ 杲宝 人望の高さを表す結果であったと考える。
第二篇の第一章では杲宝書写『即身義見聞』を採り上げて論及した。まず第一節では『即身義見聞』の概要につい
て論及し、次に第二節では『即身義見聞』巻一の翻刻と内容考察を行った。内容考察にお ては、題号解釈と三種即身成仏、 「即身成仏」 四字に対する解釈、 二経一論八箇 証文に関する注釈、 という点 ついて論及した。第三節では 『即身義見聞』巻二の翻刻と内容考察を行った。こ では異本『即身成仏義』について、覚鑁・実範 重誉といった諸師が異本を真撰として扱っていることに触れ、異本は真撰である する強い主張がみられた。第四節では鎌倉期における『即身成仏義』の注釈書を採り上げて、その内容の比較考察を試みた。比較資料として用いたのは、道範『即身義聞書』 、 頼瑜『顕得鈔』 杲宝写『即身義見聞』 、 頼宝口・杲宝記『即身 東聞記』である。ま 考察については、 題号『即身成仏義 に対する解釈部分を中心に論及した。
第二章では杲宝の真言教学について、特に「教主義」を中心に論じた。まず第一節では教主義の概要・変遷につい




円爾・夢窓という禅僧について概観した。第三節では、杲宝の禅宗批判の書となる『開心抄』の概要について、上巻は禅宗の主張に対する批判、中・下巻は禅宗で用いることの多い真言教理の正しい理解を示す、という構成になっていることを述べた。第四節では 『開心抄』にみる杲宝の禅宗理解を論及するため、特に上巻に示される記述からその主張を確認した。ここでは 宗が標榜する「教外別伝」と「本分田地」に関 杲宝の見解をまとめたが、禅宗が主張する「本分田地」とは、真言宗からみれば「円明心体」の初門で 五智における大円鏡智を指すに過ぎな と杲宝が述べて 確認した。第五節では、 夢窓疎石の『夢中問答』を採り上げて、 夢窓が考える「教外別伝」と「本分田地」について、また真言宗の位置付けについて論及した。この中で杲宝の主張と比較を行った 、結果は次のようになる。
①教外別伝について・夢窓…直ちに本分田地（さとり）を指す教え。諸宗の禅定とは相違する。・杲宝…禅は顕教経典により構築されたもので、顕教のながれや教えに準じている。②密教について・夢窓…有相の悉地を明かす密教は「方便門」であり、それは「教内」の範疇であ・杲宝…禅宗は顕教に属すが、密教は「声字即実相」 境地であり不共のも となる。③本分田地について・夢窓…仏 菩薩・衆生 所依であり、それ 密教の「心城」にあたると解釈している。・杲宝…「心城」は方便観である。「本分田地」 大日如来の境界 は及ばない。第四章では杲宝の事相 触れた まず第一節で杲宝の受法した法流について、杲宝が師事した浄宝・真海・
道我・栄海・性心という諸師について論及した。次に第二節では 貞和二年（一三四六）二月八日に栄海の下で行われた伝法灌頂の様子を探るため、 『杲宝入壇記』を用いて論及した。 『杲宝入壇記』は、栄海 著述して杲宝 授与し
205
た受法日記である。考察の結果をまとめると、伝法灌頂は七日に準備、八日に三摩耶戒及び初夜、九日に後夜という運びになっており、この灌頂には、宣雅（唄、誦経導師） ・栄紹（教授） ・定誉（護摩） ・清我・弘雅（散華） ・俊然・行聖（讃頭） ・栄宝（堂達）が出仕していた。この出仕者の中で慈尊院方の栄紹と俊然以外は、基本的に東寺に止住している学衆方が中心となっており、杲宝にとって身近な存在が灌頂を支えていたこ がわかった。
以上、論文要旨となる。
